
内藤・松島他＝社会変動に伴う住宅団地生活が母子の健康に及ぽす影響に関する研究

豆　団地における母子保健への医療サービス

が母児に与える影響に関する研究

緒 冒口

　団地における医療機関は・産科・小児科の専門医が不足していることは・本研究の工においてす

でに調査の結果をのべた。

　そこで・産科・小児科の専門医を定期的に団地へ派遣して医療にあたった揚合に・住民g満足度

はいかに向上するかをみる目前のために、順天堂大学産婦人科と小児科の各教室に研究調査を依頬

した。

　本年度は、住民の満足度を明らかに出すまでには至らず、高暦住宅居住者の産科学的間題と人口

密集地域と郊外居住者の小児保健問題の実態を明らかにして・団地の母子保健面でのアブローチを

行った。当初の住民の満足度の向上などについては今後の研究にまつこととなった。

1．　高層団地の産科学的検討

順天堂大学産婦人科教授

同　上

同　上

講師

助手

水　野　　重　光

松　田　　静　治

田　中　　　豊

第1表調査対　象
1．目　　的

　最近団地の母子保健に関する問題が一躍注目を浴びる

に至ったが、吾々は婦人の妊娠、分娩に及ぽす団地の構

造・環境上の特殊性について産科学的立揚から調査を行

なった。従来団地では妊娠、分娩障害（流早産、中毒症

など）が』般住宅に比し、多発し易いということが中層

住宅に関する各種の調査から報告されているが、高層の

市街地団地については未だ詳細な分析が行なわれていな

いため・今回東京都江束区の高層団地を対象に調査を始

めた。

　　　　　　公　　　　　団

　　　　大島4丁目　亀戸2丁目

都営住宅

2．調査方法

　対象は昭和43年1月より昭和44年12月迄の間に妊娠、

分娩した江東区の日本住宅公団亀戸2丁目団地（11階建）

の婦人203名、同じく昭和44年4月に完成した同公団大

島4丁目団地（14階建）の入居婦人のうち江東病院で分

娩（含妊娠中）した86名、並びに対照として昭和44年に

江東病院で受診分娩したもののうち230名（4～5階以

下の都営住宅、アバートなどの居住者64名と自宅居住者

166名）である。以上階層別分布は第1表に示す通りで

ある。調査項目は先ず団地婦人に調査用紙を配布し（亀

・アパー　ト
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戸2丁目団地では約800世帯に配布）・その後さらに対象

を調査該当婦人に限定して用紙を回収、“部は面接を試

みた。大島4丁目団地では江東病院で直接面接し、アソ
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ケートを回収した。然し対照群調査のなかには病歴カー

ドに基づき調査したもマ〉もあう。なお本調査は窺期間に

実施するよう制約をらけたため、今回は姓産婦の階層分

布・蹄心ターの意義・鼎発蛎騨ど唖点顔
き、分娩後の母子保健の社会医牽的験討（受胎調節、人

工妊娠中絶など）などに関しては次の機会に報告する。

3．調査成績

　　工）妊産婦の階層分析一団地建物の妊産婦に与える

　　　影響

　都営住宅、アパ 一ト並びに自宅群など≠レざ一タ■の

ない対照群に較べ《、大島4丁目、亀戸2丁目団地とも

・略平均レた階層分布を示す傾向が認められた。 これ嫉み

居選択の自由がない団地の現状として当然セある。しい

てあげれば妊産婦の5階以下居住者が2丁目団地の45％

々こ比べ4丁目団地では23％と低い（第1表）。

　＠　妊産婦のエレベーター昇降回数

　団地妊産婦のエレベーター昇降回数1ま第厳あ通り”

で、居住階層の商まるに伴い利用頚度⑫上昇がみられ平

均3回が争く、1日8～10回昇降する ものも誌めちれ
た。（9名）、次1こ各階で妊産婦抵1．日何回位エレベータ

ーを利用するものか、詳細は第2、＝3、4羨に示す通りで

平均回数でみた場合エレペーターの利用度は階層の高ま

りとともに、特に著明な差はみられない。

⑥嘩締の騨撒曜
　6階以下で階段を利用する場合1日平均2～3回が多

く（第4表）、階麗φ高まうにつれ階段の利用率は低下

する。例えぱ1日2回の昇降は4階以下では過半数を数

えるが・4階以上では1日4向以上の昇降は極めて少な

い。各階で妊産婦は1日何回位階段を昇降するかをみる

と第3表の通りで、2階居住者が最も多く、6階以上で

は利用率は激減する。対照群（都営住宅、アバート）で

は2階居住者で1日平均昇降回数は4．8回であり、3階

以上は少ない。即ち妊産婦では上層に居住するに伴ない

昇降回数が少なくなる傾向がある。

　◎　妊産婦の団地生活に対する「不便さ』の感じ方。

　団地群では調査した289名中73名（25，3％）が生活上

の不便さを訴えた。これは主に延築植造上の点（晶レベ

ータ〔の問題、居住面積の狭さ、ペランダがないなど）

が多く、・エレベーターに対する不満（待ち時間が畏いな

ど）の多いことが特徴的である。

　2）妊娠、分娩、産褥異常の頻度

　本調査に包括した異常とは重症の悪阻症状（つわり）、

流産或いは切迫早産、妊娠中灘症、分娩産褥異常（分娩

遷延、位置異常、異常出血、前期早期破水、鉗子手術・

帝切、死産など）を指すが、高層団地におけるこれらの

第2表　　妊産婦のエレベーター昇降回数
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第3表　妊産婦の階段昇降回数
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第4表　　エレベーター、階段の昇降平均回数
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異常鞘生頻度ほ4丁目、』2す目翠地セ併せ34，6％であ

り、この率は対照群（自宅群を含めて）の32．2％と略類

似した成織である。然し対照を都営住宅、アバート群に

根ると40％となり団地群に比べて梢高率であった。　（第

5表）
　団地群について異常頻度の各階暦差をみようと試みた

が、特記すべき特徴がこれらのデーターからは得られ

ず、今回は階層の高まりと共に異常発生が増加する傾向

を認めなかった。即ち5階迄の居住者の異常発生頻度は35

％でいずれも無エレk一ター群40％より低い。た一だしエ

レベーターのない対照群では階段を使わなけれぱならな

い4階以上の居住者の場合、異常発生頻度が有意に商ま

るという那実は吾々の少数例の検討からも指摘できる。

　従って今回エレベーターのある高層団地で異常発生頻’

度に階層差がみられないとはいえ、．エレペ7タrの有無

と異常の関係についてさらに今後例数を追加して一届の

検討を試みる必要があるもめと考える。

　団地における妊娠、分娩、産褥の異常発生例のなかに

包括した重症の悪阻、流早産・中毒症、分娩産欝異常な

どの相互の比較成績は第6表に示すが1いずれも正確な
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第5表異常頻度
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実態の把握が容易でないこと。特に中毒症では単に「む

くみ」も含めたためか頻度のうえで高い傾向を示したこ

となど問題があろう。また分娩、産褥異常も団地間で多

少の差がみられている。

4。結　　論

　吾々は東京都江東区の高層団地（14階建）、（11階建）に

おける母性保健の現状を検討する目的で調査を行ない妊

産婦の階届分布を調ぺたほか、妊産婦の異常発生頻度が

34．7％と自宅群を含めた対照群とあまり差がないこと。

エレベーターの有無で比較した場合有エレベーター群

（団地群）では無エレベーター群（対照群）に比べて異

常発生頻度が少しく低い傾向がみられた。従って総体的

にはエレベーターを有する高届団地では、一 階届はさして

問題にならないのであって常時階段の使用による異常発

生頻度の高まる可能性からエレベーターの常設は絶対に

必要欠くべからざるものである。

　今後さらに団地妊産婦の社会医学的立易か らの分析の

ほかに環境衛生学的立場から検討結果をとらえ続報とし

て次回に報告したい。

第6表　妊娠、分娩、産褥の異常

公　団
つ　　わ　　り 流産傾向 早　産 傾　向　　妊娠中毒症　　分娩、産褥異常
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　1
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2．　中層菓団住宅における小児保健的考察

順天堂大学小児科助教授1

同　上 助　手

吉 田全次
小松崎明子。柴田　和子
高橋　系一r・岩瀬　守広

久場川哲男

1．　目的と調査方法

　団地に生活する乳児の出生児の状況、発育状態、団地

における育児の問題点などを、調査することを目的と

し・都内（江東地区）および郊外（松戸常盤平地区・以

下松戸地区と略称） の団地児を対象とし．て健康相諌を行

い・別紙の如き・アソケート用紙を配布し・附近の一般

住宅またはアパートに住むものとの比較を行った。 （第

7表）

　なお、担当者は、次の如くである。

　江東地区　＝　小松崎明子、柴田和子、高橋系一

　松戸地区　＝　岩瀬守鷹、久場川哲男・’
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第7表
　　　この調査は現在ゐ日本で問題になっている住宅とお子さんの成長発育との関連、保護者の御意見などを調べるためのものです。統計的な結果を出

　　　すことを目的とし、個人のお名前を出す礁はありませんので、その点にご心配なくご記入下さい。不明の項はあけたままで結構ですg

おなまえ（保翻　　　　一職業　　・　おところ　塵　町　丁目　番
おなまえ（本人） 　　　婁昭和　年　月　 日生現在は轍　年　月　日
現在の住居は＝団地（　　階）　・アパート（　　階、公営、．私設）　・マγショソ （　　階）　・住　宅　　・　店　舗　　・　その他（

現在の住居には昭和　　　年　　　月より住んでいる。　　　現在の住居に：　満足・ 不満足（その理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

、お子さんの生下時体軍　　　　9　　　愛産　・　異常産（： 　　一　　）　　　子供さんの数＝　男　　　　人・　　女　　　　人　　家族数ピ

栄養法：　　母乳・ミルク　。漉合1。離乳中・普通食　　　　食欲＝　　良　・　不良

体重、身長は現在のほかに母子手帳・その他に紀載されている過去の成績もお露きください。

）

人

年月令1 年 月1年舟1年1月1 年月／年月1 年月［年月［ 年月1年
月1

年　　月

．体
重1

gl gl
．9［

gl gI gl gl gi

剖 9

身 剥 qn
㎝1 cm

㎝1 ㎜1 ㎝1 ㎝［
cm cm cm

こや○
の不印
項明の
目の所
中所はお
　’はな轡

お結るき
忘構べ下
れでくさ
のす　い
所○　。

連れて歩くと方々をみる1

気持がよいとにっこり笑う

あやされると笑う

声を出 して笑う

がらがらを持たせるとつかん
でいる

人をしきりと目で追う

　　　9くぴがしっかりした

健康診断を受壁てy・る（ カ月に

ヵ月より

ヵ月よ り

ヵ月より

カ月より

ヵ月より

カ月より

ヵ月より

口をあけて声を出す

支えればひざの上に立つ

手葬ρばして物をとろうとする

母親摂わかる

がらがらを握ってふる

人に笑いかける

OL人立ち

回位の割合〉・受けていない

　　租痘・ポリオー』

ヵ月より・

ヵ月より

ヵ月より

ヵ月より

カ月より

ヵ月より

ヵ月より

健康診断は必要と：　思う

ねがえりができる

ものを一方の手より他方の
手にもちかえる

ひとりで座る（30秒）

まねをしてタイコをたたく

は　う

呑のまねをする（鯵王）

O　l人歩き

・思わない

カ月より

声月より

ヵ月より

カ月より

ヵ月より

ヵ月より

声月より

1　種（　もの峰つけ七く緬・　．1講：郷騨尽）●破傷風◎聾ましか泊本脳炎●イソフ唐ザ

今迄にかかった病気：・　　　　　　　、

現在1お　健康iポ』病気（病名　　’－ 　r　　 ）　　く りかえしかかる癖無や慢性の癖気があればお霞きください（例えぱ喘息1湿疹）

・お子 灘際轡きのモと桝糊き剛住隅問題も鯛　
（回収機関名 ）

冴
麟

し

箪
賠
盗

洋
貼
瀕
響a
壽

ゆ
富
踏
團
醤
餅
離
淺
串
申3
窩
熟
π

薄
蝿
叫
課
蟷a
圏
叫
が

単
器



対象＝

日本総合愛育研究所紀要

江束地区

430枚の用紙を配布したが、回収し得たのほ、．86枚

（20．0％）であった。

　　　　　　　　男児（名）

　　　団　　地r　　　　i4
　　　アパート　　　　　　i7r・

　　　、住宅　 一艮6

　　　　計　　　　　47
　※　他に店舗1名

松戸地区

女児（名）

　　12
　　！4

　　12

　　38

、420枚の用紙琶配布し効弍・回収し得たのは・ 150枚
（35．6％）1 あつた。

國　地
・アパート

住　　宅

　計

男児（名）

　　57
　　r3・

　　23

　　83

女児（名）

　　46

　　7
　　皇4

　　67
（ア苓一卜生活者は、少数のため今回の統計には加えな

かった）

　2）て調査成績

工〉　健康診断め碁要性についての意識

江東地区

全員85名中、アパートに住む専名以外は「乳児の健康

相談は必要と思う 」と回答した。1例外ρ1名は健康なら

ば必要な裕と記載していた。

松戸地区

　150名のうち、団地にすむ1名が不要と答えた以外は

全員必要ど回答した。

2）　出産時の状況と生†時体重

　江東地区

　団地では、男児翠名、女児12名が全章安産。

　アでく一トでは下男児17名、中さか子1名、女児14名安

産。

『住宅で嫡男児真6名安産、r女児12名中早期破水1名。

未熟児は団地④男犀14名中1名（2，4009）、女児12名

制名9脚辞）ら
アパー．ト頂は軌真7名中2名（2，3009、2，4509）、女

児14名中1名1（2，1809）。∵

驚でを棚略弊（11騨・襖9X 女児

移名中なし。ζ　1、

松戸地区《

　団地生活で妊娠1出産を経験した47名中、 異常産は6

第ク集・

名で‘その内訳は微弱陣痛、仮死産、短膀緒、鉗子分娩

各1名、不明異常産2名であった。なお、異常産を記載

した6名はいずれも1．㌣3階に住み、4～7階居住者工4

名はいずれも安産であらた。

　住宅に生活する23名中異常産は3名（微弱陣痛、さか

子、不明各1名）であった。

　未熟児ほ団地の男児31名、女児27名中に認めなかっ

た。

　住宅では男児23名中なし、女児工4名中1名（2，5009）

であった。

　生下時体重の平均値は次の如くである。

　江東地区

　　　　　　　　　男・児　　 女児
　　団　地　3，0189（13例）3，0329 （12例）

　　アバート　3，1109（17例）2，9289・（14例）

　　住　　宅　　3，2009（16例）3，0509（12例）

　松戸地区

　　　　　　　　　男 児1・ 　女1。児

　　団地 3，303音（31例）3，180 9： く2ラ例）

　　住　宅　34879（23例）3・0749（14例）
　男児、女児共一般え松戸亀区の方が大で、蒋凌団地児

で良好の傾向があった。

　3）発育
①体重
　江果地区、松戸地区で、男児、女児にわけで観察し

た．なお、標準値は昭和35年厚生省発育値を採用 した。

　江東地区（第8表・第1図ヤ第2図）

　男児の団地児は1ヵ月以後は標準値を越し、4亥月以

後は5朋を除き糠鞭差以上の蹴もっ奪（以後
大と略称）であ6た。

　アパー
ト、』 宅児では概数標準値と同様であづたが、

10カ月では両者と も大と禄った。

　女児は団地、アパ門トでは藻準値と略同様の体重発育

を示したが、住宅児では5カ月以上は大とな？な。

　松戸地区（第9表、第2図1第4図）

　男児では団地児は4ヵ月以後・8ヵ月を除き・各月共

大、住宅児では3カ月以後はいずれも大であった。

　女児では団亀児は5ヵ月以後10カ月を除き～住宅児は

3ヵ月以後、4カ月、7ヵ月を除き、いずれも大であっ

たφ

　以上1江束地区と松戸地区を比較すると、江東地区の

団地男児、一住宅女児および松戸地区では団地、住宅の男

女児共標準を上廻っていた。

②身畏
　江東地区（第10表、第5図・第6図）
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内藤．松島他＝社会変動畔う住宅団粧活力琴母子帷康に灘す影獣関す研究

　　　　　　　　　第8表　江　東 地　区 　（体重）1

8

住 居 ・1運1鹸i1ヵ月12カ月
13カ月14カ月15カ月16カ月t7カ月18カ月19カ月10カ月

団
　　例　数
地
　　体　重

　13

3，018

　　9　』　　7r　　　7　　　　5　　　　7

4，4575，7506，6207，310フ・512

　8

8，545

　　6　　　　5　　　　8

9，1439，4629，536

　　β

9，760

　　　　　　例　数
アバー　ト
　　　　　　体　重

　17

3，110

　11　　　　皇2　　　　11　　　　12　　　　　6

4，3855，5006，4347壁0407・458

　9

7賢756

　　7　　　　6　　　10

8，030813208，597

　　5

9，416

住
　　例　数
宅
　　体　重

　16

3，200
　10皇11295
4，4595，3606，5366，7407・010

　7
7425

，

　　6　　　　8　　　　6

7，963　 8レ271　　8，658

　　7

9，3gq

♀

団
　　例　数
地

　　体重

　12

3，032

　10　　　10　　　9　　　’6

』4，3255，1815，86き6，136

　7　　　　5

6p507．7，皇05

　　6　　　　5　　　　6

7，3507，6208，085

　　5

8，559

　　　　　　例　数
アバー　ト
　　　　　　体重

　14

2，928

　10　　　　7　　　　8　　　　9　　　　5

4，4075，7526，0396”4046・751

　　6

7，370

　　5　　　　7　　　　6

8，2708，3608，458

　　5

8，673

住
　　例　数
宅
　　体　重

　12
3050

，

　rg　　　6　　　8　　　5

4，370 4・9505・7806”750

　　6　　　　5

7，500 ．7，950

　　4　　　4　　　　5

8，020　　8，370　　8，820

　　4

9，050

　　　　　　’ 第1図
　　　　　　　　　、
　　　江束地区　♂
　　　　体宏ユ0㎏P

9㎏一

8㎏一

乏㎏r　　　　　　　　〃多・♂
　　　　　　　・藁　　　　　　、6
　　　　　［ノ「6㎏一
　　　　　7
　　　　　ク1
5㎏r　　ク’
　　　　ザ　　　，多’

4㎏・　グ

3㎏・

　　　　／「
　　　、／F
　　　！
　　ノ　　　　ア
　．．．．．4’砂7

／2〆－－

一．／” 　　　　！

　　　ノ
　　グ
，．7「

　　　　　ロ　　　　ロ　　　　ド　　　し　　　　ロ　　　　ド　　　　ド

　　出患”12」】3月4月57367］7月8月9月10月皿月

団　地13例、9剛7働7例5例7倒8例5囲

アパート17例．；別1閉遡12困朔 9例7例

伎．老燗 10例里1例12例9例5例7例6例

　　未　熟貼

　団　　地％
　　ウパート％

　　径『竃％

・一”一
地

一■一■一
ノぐ一ト

ー一一一・ 宅　

一驚肇職め
0　　　　0　　　　1　　　　－

5例　8例　6例

6例10剛　5剛

8例　6倒　7例

10㎏・

9髭r

sレr

7㎏・

6㎏一

5㎏一

4㎏’

3㎏・

江来地区　♀

　体鋲

ノ
　　　7

　　　　　　　　　ド　　　　じ
　　出生　 工月　2ノ耳．3月

隅地！2例’ 0例1朔
アパートμ例 ユO例7倒

住 宅12鰐　9例　6鈎

　未　熟　児

　団　　地猛

　アバート％

　往　宅％

第2図

　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　■
　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　ロ　コノ　　　　　　　　　ドドド
　　　　　　　ノ　　　　　　　ロ　ドワ
　　　　　　／！／・2．F・ρ’一

　　　　　■■　　ノr・”
　　　　　　・多〆

　　　．κ’
　　．∠
　　／ノ・
　　∠一r！

　　ノ　・ン　F”　　　　　　　　　　　　　　　＿＿…団地7
グ　　　　　　　　　　　　　　　　　ー・一・一アパート

　　　　　　　　　　　ー一一一伎宅

　　　　　　　　　　　一平均位　　　　　　　　　　　　　〔s．35厚坐密》
　　　　ロ　　　　ヒ　　　　ロ　　　　ロ　　　　ド　　　　ロ　　　　ロ　　　　ロ

　　　　胡研、硲明朗9月朋期
　　　晦的7白． 諭6伽鶴射5例
　　　吻9的5鱒6％鏑7的礪5例
　　　朔5例6囲5的 姻‘毎 5寓禰
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第9衷　松戸地区く体重）
＄

住 居・ ＼轡1出生時1朋12ヵ月13ヵ月14カ月15ヵ月16ヵ月1ヱヵ月18ヵ月Igヵ月11・ヵ月1瑚1瑚

団　地

住　 宅

例数　3118 1725　正8　里72L　l3　12 8　7　5　L9
体1姐3・ 3・34・49・5・5756・4437，4567，9768，6・68，69皇8‘7・79，4369，8981妖。9。9，62。

例数　23 n　B　15　11　8　皇8　3 6 ・3　4　2　L4
体重3・1874・56購7456，76・7，5437，9898，2749，4。79，2589，47・9，7681噛3里似129

♀

団　地
例数　27　18　18　18　10r8 11　 8　7　6　8 2・17
体重3・1804・3gP5・1665，7806，3077，6（X）8，0真08，0628，3229，0018，6739，7309，555

住　宅 例数　14　6　9　1Q　8　5　8　3 3　4 3　1　7
体 重3”・744，2225，22・6，2。9 転6づ57，5847，83皇7，9638，343亀935う，4279，㈱亀994

10㎏一

9㎏一

8㎏一　／

7㎏一

6㎏一

’松戸地区合

5㎏．　　”

第3図

体皿
　　　　　　　　　響響》イごrr　　　　　　　　47　＼　　　　　　　　，ひ　　　　　

、

　　　　　／、、」しノグ
　　　　　，　　　　

’「

　　　　　1－．．　／
　　　　！「r■
　　　　！ニノ
　　　〆　　〆
　　’
　ノ「
　z
ノ

，〆’

／

」㎏一　勇、　　　　　　　　　　　　　　一一・・州団地

3ノ翼　　 〆：二騎依
㌦軸3舳蠣．プ月6月．ず月、5月1溜》

団地翻18例17例25阿關瑚21伽鋤關8卿例5例19例
餓23侮11倒13倒艮5例il騨18願、6例3例槻例・携
崇熟児

団地％1　．

住宅％　

　　松戸地区♀
10㎏噌　　体重

9㎏噂

8㎏一

7㎏・

6㎏一
ノ

　！！’
ノ’　ク

〆　r”

第4図

　　　　　　へ！』～
　　　　　が＜ 1’・一一一・

　　　　ノ　v
　　　－F　／・一二7ソ’

！r’
ノ

　　　’，rゐ
5㎏一 　　　一＿．語団地
　　じえノ
蝿’4！！　　　 　　　　　一一一一住睾
　・γ　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’平均硫
　　　　　　　　　　　　　（S．開彫也省｝3㎏藺　l　I　．　一　．　I　r　1　，　r　r　『
出虫1月2月3月4月5月6月7月8月9月10月11月12月

岡地凋8麹8阿18窮10鰐8例11剛8囲7例6例8例 、～m7例

住宅14阿6例9隔10吻8傷5例8例3鯛、3阿4樋3円1阿7例

栄熟児

団地％
f主宅％（2，500ぢ》

　男児では住宅児は3カ月以後、各月令共標準値以上

　で、4力耳と6rヵ月に大であった。団地児とアバート児

　はおよそ標準偉と大差なかったが、団地児ほ10ヵ月、ア

　バート児は3ヵ月で大であった。

　女児では、3ヵ月以降の団地児と住宅児の平均値はい

　ずれも標準値以上であり、団地児では3ヵ月．、6～9カ

　月が大、住宅児では7ヵ月、9～10ヵ月が大であった。

　アバート児は標準値と大差を認めなかった。

〆　松戸地区（第U表、第7図、第8図）

　男児は団地児で2ヵ月以後、住宅児で3力丹以後に各

月令共漂準値以上を示し、団地児は9～12カ月て但し11

ヵ月を除く）、住宅児では3ヵ月、 レん11カ 月で大砺
った。

女児では団地児は4ヵ月以後各月令共擦準値塚上で、

8カ月、10ヵ月、12カ月で大であった。住宅児では標準

値の上下を動揺したが、5ヵ月、10カ月で大であった。

以上をまとめてみると、身長発育では、江束、松戸両

地区間に、体重発育における程の差を認めなかったが、
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内藤・松島他＝社会変動に伴う住宅団地生活が母子の健康に及ぽす影響に関する研究

第m表　江東地区（身長）

ε

住
居1嘩1出生時i1カ月12カ月13副4ヵ月15ガ月 16カ月i7ヵ月18副9力帥・ヵ月

　　　　例数
団　　地
　　　　身長

　LO　　8　　6　　7　　7　　5　　7　　8　　5　　7　　6
’50．2’54．2』57．マ 6聖．9164．O’64．2　67，7’70，3’70・6　7L2　73・8

　　　　例数
アパート
　　　　身』長

夏4　10 　U　　11　夏2　　6　　9　　7　　6　9　　5
52．4　55，7’56，8’62．8 63，1 65、5 66，6 67・9 68・7 70・4　72・9

　　　　例数
住　 宅

　　　　身長

互2　10　　9　10　　9　　5　　7　　6　　8　　6　　7
50，0　54．8　58，7　61．4　64．8　66．7　68，5　69，2　70・3　7L8　73・1

♀

　　　　例数
団　 ・地

　　　　身長

里1　10　8　9　6　4　5　6　5　6　15
49．6　54，8　57．0　6皇．6　62．9　64、1　67，5　69，1　70．2　7L5　71・8

　　　　例数
アパート
　　　　身長

U　　8　　7　　8　　9　　5　　6　　5　　7　　6　　5
49．7　54．5　55．6　58．7　62，0　63，4　64，9　68．1　68・8　69・ 6　70・5

　　　　例数
住　 宅．

　　　　身長
9　8　5　7　5　 ・6　5　4　4　5　

4

49．1　53．1　56，4　60．8　61，5　64。3　66．8・69．5　72．1　72・4　73・0

　　　　　　第5図
　　江來池区♂・

7調　腿・　　　　＼
　　　　　　　　　　　〃、　　　　　　　　　　、‘託プ！　・
　　　　　　　　　びリロリドド
㌧』 ・ 跳〆ぞ．

　　　　　　！ノノ骨． ・　 〆，・〆

　　　　　、’！ρ　　　　　衡ノ
ー6い 』　　拓”

　　　　2　　　　、グ　　　　　 ー『ワ9一 地

　　　デ55曾　　　　イ解　　　　　　　　　　　　　　　　　一’一’一アバF卜

　　！づ夢か　　　　　　　　　　　　　　　一＿一＿住宅

　！　　　　　　　　　　一平均翫の，　　　　　　　　　　　　くS．魏生省》
　　犀　　一　1　■　，　隔　■　■　曝　1
　出生1且2月3754月5月　6月7月8月　9月10月

団地10吻8例6例制7例．騨7図5例制6例
アバート1嗣！咽：咽1剛1甥晒剛釧咽鋤
住　宅！2例10的9例真剛嘱5例 瑚8例6例、7例

　　　　　　　第6図

　　　江束地区♀
　㎝　　 身長・　　　　　　　、　一
　75F　　　　　　　　　　　　一♪＼
　　　　　　　　　　　　〆
　70・　　 ．　、　‘ダく1．一・一ト

　　　　　　　　形”
　　　　　　　　タ　65へ 　　 r』 ．ノ．

　　　　　　　　ノ　　　　　　　4・イ．
　　　　　　ノラ　　　　　〃！　60・　　　　〃ノ
　　　　　イ　ノ　　　　　！ノ　　　　　ー一』一’団地
　　　　ドソノ

55・ ダ　　　　 ”’『 厨
　　　多　　　　　　一一一腕
　　　、7　　　　　　　　　　　一平均値　50．　　　　　　　　　　　　　　　（s・3町生省》
　　　ロ　じ　じ　ト　コ　　　ひ　じ　ロ　ロ
　　出生U32∫」3月4月51D月7月37｝9月10月

団地li例 10阿S例9阿6爾4例5例6鰐調鏑5倒
アパートn例　　8例　7例　8阿　9例5例6倒　5例　7例6倒　5剛

住　宅9例　8阿5倒7例5倒6倒5例4例4例5働‘倒

松戸地区では女児の住宅児を除き、3γ些．ヵ月以後はい

ずれも標準値以上を示し、江東地区の7容一ト児が、男

女児共略標準値なみで、むしろしばし凝これを下廻った

点が注目された。

4〉　育児と関連して現葎の住居について

く江東地区＞

団地に隼活する拓名は全員現在の住居は不溝足と回答

した。その内容壱毒、
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第11表　松戸地区（身長）

住 居1＼攣1艮刷塑1瑚14カ月1瑚瑚17ヵ月18ヵ月lgヵ月1　月1瑚112カ月

団地
例数　12　夏7　125　17　正7　21　12　12　8　8　5　19
身長54・75％6真・564，Q66．96亀069，37飢372．5 73。873．975‘8

住宅
例数　　10　　i2、　15　11 14

身長55・158・Q62・664、366，767、77夏．77L．772．873．875，875．3

♀

団地
例数　　15　17　18　10　　8　11
身長53・057・459，463，565．566．66乳769．772．072．97i．975．7

住宅例数 6　810　7　5　8　1
　　　身長53・556．959361．665．966．665．068．869．572．57L．6

3　　4　　3　　1　　7、

73．8・

75望

70一

右5”

60－

第了図

訟F地区合

舷　　　　 、グ7が

　　　　　　　♪一〃〆’
　　　　　　！　〆■　　　　　　拷一
　　　　、．F〆
　　　　ノ’
　　　’〃

〃

　　　　　　　第8図．

　　松戸地区♀r
㎝　　　身長75隔

　　　　　　　　　　　　　　　！，　．　　　　　　　　　　　　　．鳥一　　ノ！
　　　　　　　　　　　㌧！F’つρ歳v■’
亨o・　　　　　　　！〆／
　　　　　　　　　／■’
　　　　　　　ラー一一「　 〆

　　　　　　　亭甲　　、　！65’ 　　　　　一〆’　　v
　　　　　　ブロノ
　　　　　4
60・

55鳴

50．

／

　　　　　ド　　ユ　　じ　　に　　じ出生　1月2月 13月 4月　5月6月7月8月　9月10月11月12月

蹴工2卿例25卿虜1脚1例12開12騰例8例5例19的

住宅燗12阿15例賜7頗8吻遡5例3伽伽例蠣

一一”。 地

一一一 宅

一平均伍　　（s．35班生省》
■　　　『　　　一　　　■

55．　　！7　　　　　　』　・一…一・団地

　　ノ　　グ　　　　　　　7一一一住宅

　　　　　　　　　　一’平均侠50　r雪ビ∴ 藍置，，，1くs・響生卸
雌1月2月3月4月5歴即月8月9月1・脳月ユ2月

団地15瞭7例8鱒10例8例11例、潮7例6例8囲2阿17傷

　　6阿8即D例7倒5倒晒1例 桝捌3例別7傍

　　　　（項　目）　　　　　』1』（例　数）

　　　　せまし、　　　　　　　　　　　1、＝ 9
　　　　日当りが悪い　　　　　　＄

　　　　空無が悪レ’　， 、’

　　　　子供の遊び場がない　　　　4・

　　　　物干場がな硫　・　』．　∵ 2　1

　　　　家賃が高い　　　　　、1駅2

　　　　自分の家がほしい　　　　　1　・

（必ずしも育児と関連のない内容も含んでおり、また不

満の内容が回答者数を上廻っているのは11名で2項目以’

上の訴えがあづた故である。以下同様。）　’一

　アバー・トに住む31名は、不満足28名1（90％）、 』満足3

名（10％）であった。不満足の内容はザ ～

　　　　（項　目）　　　　　　（例 、数）
7・

　　　　せまい　　　　　　　　　　 】』61・

　　　　日当りが悪い　　 　・ 13

　　　　物干揚がない　　　　、　”　2

　　　　便所が水浅でない　　1二 1』　3
．，

。、

　　　 1階段がせま い’r　
．．

』1

住宅に住む28名では・不満足25名（90％）・満足3名

（10％）であった。不満足の内容は

　　　　（項　目）　　　　　　（例　数）

　　　　せまい・一・ ∴1 1一・』‘♪11・1 廓L、λ『

　　　　日当りが悪い ‘二』』∵∵∫』8圧

　　　空気が悪い　・F』∵ 』’

　　　騒音　　　　”『6”
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＜松戸地区＞

　団地では103例につV・て調査レ為が・この項昂の巨答，

者は81例であった。不満足は46例（5618％）、～満足は35

例（43．2％）であった。

不満足の内容は

（項　目）

せまい一

都心まで遠く不便

階躁の昇降（4階易上），

湿度が高い（鉄筋φため）

部屋数が少い

庭がない『へ

隣家の物音が聞える

隣人との交流がない

間取りが悪ヤ》

（例　数）

　24

　　4

　　4

　レ3

　　3
　・『・3

　　1

　　1
　　1’

　住宅に住む37例中30例がこの項に回答：したε』1不満足6

例（20％）1満足24例、（80％）であった。不満足の内容

はギ

　　　　　　。（項　目）・　．「　』一・＜例1数）、

　　　　　　せまい　 一．　　F　一・　1　　　2

　　　　　　部屋数が少い・．　　一・　r』『1

　　　　　　間取りが悪い　　・．　ド　．・，1

　　　　　　場所が不便1、…　・．』。。』　「1窟

　　　　　・庭がせまい　1、‘覗ら　工‘

　以上の如く、人口密集地域（江東地区）に居住するも

のの大部分≦特に団地に生活する全員が現布り住居につ

いて不満を抱いていた。・郊外て松戸地区〉1．では団地住い・

の半数あまりが不満を訴えたが、住宅居住者の多く（80

％）獄一応満足していた。

3，　考察迄むすび

　東京都人口密集地域（江東地区）、と郊外（松戸地犀）

で乳児健康相談を行い、・アンケート用紙ゑ配布して、一、健

康相談の必要性、出産時の状況・発育状態・現在の住居

礁関する意識など廷ついて、団地生活者とその他の住居

者につき比較検討を試みた6

　①　乳児の健康相談に関しては、都市と郊外、住居の

相違などとは無関係にほとんど全員がその必要性を意識

していた。

　②　異常産は江東地区よりも松戸地区に高率であった

が、都市、‘ 外共薗地生活者に多い傾向はなく、また4

階以上の高層に住むものに多発の傾向を認めなかった。

　未熟児は江東地区に多かったが、団地生活者ではむし

ろ低率であった。

　生下時体重は江東地区では団地住いよりも住宅生活者

の方が大であったが、松戸地区では団地の方が一般住宅

よりも大であった。

　また、松戸地区の方が江東地区よりも一般に大きい傾

向があった6・．F

　③　生後の発育は江東地区より適松戸地底で概して良

好の傾向があり‘、両地域共団地児は他の住居児に比し、．

優るとも劣る傾向は認めなかっ．た。

　④．現在の住居についての意識をみると、．人工密集地

域である江東地区居住者の大部分は不満を訴えておりギ

松戸地区でも団地生活者の過半は不満足の意を表してい

た。不満足の内容は両地域を通じて「せまい」’が第1位

を占めていたδ

　臼以上を総括すると、・乳児健康相談にづいては～．都市と

郊外とを問わず、ほとんどのものがその必要性を認識じ

ていた61・『

　一異常産は郊外にやや多がったゲ

　生後の発育は郊外が一般に良好であった6団地生活乳

児の発育が一般住宅に比して斧斎傾和，を認煙タかっ準。

　現在の住居については郊外め住宅生活者以外ほ満足し

ておらず≦特碩都市生活者は団地の全員、その他ほとん

どのものが不満を訴えていたQ・．・、、、，
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